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「志賀原子力発電所 安全性向上施策の工事計画変更について」 

 

当社は、福島第一原子力発電所の事故を踏まえた「安全強化策」については、平成 25年

９月までに一部を除いて完了しています。また、新規制基準も踏まえた「安全性向上施策」

については、平成 25年６月より現地工事を開始し、平成 27年度末に工事完了としていまし

た。 

 

当社は、昨年 12月の工事内容の充実以降も、審査が先行する他社発電所の審査状況を踏

まえ、より一層の安全性向上の観点から、適宜、「安全性向上施策」の工事内容の充実を図

ってきました。 

この度、火災防護対策と内部溢水対策の工事内容の充実、及び関連する耐震安全性向上工

事の内容変更が必要となりました。これにより、工事完了時期の見直しが必要となり、これ

までの平成 27年度末から１年程度延長し、平成 28年度内に変更することとしました。 

なお、２号機の安全対策費（安全強化策と安全性向上施策を合わせた費用）は、全体規模

として１千億円台の後半から変更はないと見込んでいます。 

 

以 上 

 

添付資料：安全性向上施策の工事内容の変更について 



 

安全性向上施策の工事内容の変更について 
 
 
当社は，審査が先行する他社の発電所の審査状況なども踏まえて，適宜，志賀原子力

発電所２号機の安全性向上施策の工事内容を見直し，設計や工事を進めているところで

す。 
 
今回，火災や溢水から防護する機器等の追加を含め，火災防護対策や内部溢水※1 対策

の工事内容の充実，及び関連する耐震安全性向上工事の内容変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 内部溢水 ：建物内の容器や配管が壊れることにより，中の水が建物内に漏えいすること。 

※2 防火ダンパ：給排気ダクトを通じて，他区域への火災の延焼を防止するため，通路を遮断する装置 

 

 

【参考】安全性向上工事の進捗状況 

緊急時対策所，淡水貯水槽等の工事は今年度中に完了する予定です。 

 

以 上 

添付資料 

内部溢水対策（例） 

 
 

[主な内容変更] 

 溢水時に機器を浸水から防止するため排

水経路を設定していますが，従来より排

水能力の高い，耐震性を確保した排水配

管の設置が必要となりました。 

火災防護対策（例） 

 
 
[主な内容変更] 

 火災発生時に給排気ダクトを通じた他区

域への延焼を防止するための防火ダンパ
※2 を設置していますが，防護すべき機器

の追加等により，防火ダンパの追加や配

置変更が必要となりました。 

変更後の内容に基づき，耐震安全性向上工事を行います。 

（例：防火ダンパや排水配管へのサポート追設） 

 

 


